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研究成果の概要（和文）：　今日的教育課題である保護者支援について、異世代教師たちが主体的対話的に学び
合う経験交流型ワークショップを開発しました。そして、次の成果を得ました。
　① 教師たちの世代生成、特に若手教師の学びを支えるために保護者支援のワークショップをパッケージ化
し、ワークショップ参加者から肯定的評価を得ました。②　ホームページ『保護者支援をともに学ぶ教育者ネッ
トワーク』を開設し、若手教師を支援する「人のネットワーク」を「Web上における人のネットワーク」にまで
発展させる基盤を構築しました。そして、ワークショップマニュアル、教材「保護者支援に関する悩み事対応
集」を作成し掲載できました。

研究成果の概要（英文）：　The issue of imbalances in the makeup of the teacher population by age was
 approached through development of workshops as opportunities for constructive dialogue and 
promoting community-building among different generations of teachers. As a result, the project was 
able to assure learning among school teachers who sensed difficulties with guardian support‐
particularly younger teachers. Younger teachers also were able to obtain from their senior 
colleagues emotional support and instrumental support in the workshops. Furthermore, younger 
teachers were able to learn from the knowledge based on experience accumulated by senior colleagues 
regarding guardian support.

研究分野：教育工学及び学校臨床心理学

キーワード： 教師教育　経験交流型ワークショップ　経験知　若手教師のための悩み事対応集　エデュサポネット

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　創造的な語り合いの場としてワークショップを開発し、異世代教師たちのコミュニティづくりを進めることに
より、教師集団における年齢構成の不均衡という課題にアプローチし、保護者支援で難しさを抱える学校教師、
特に若手教師に学びの場を保障することができました。そして、若手教師はワークショップにおいて情緒的サポ
ート、道具的サポートを先輩教師から得ることができました。さらに、保護者支援について先輩教師が培った経
験知から若手教師が学べることを可能にしました。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
子育てに困難を抱える家庭、保護者が増え、子どもの発達に不安をもつ保護者もいますが、学

校は保護者の要望・苦情等への対応に苦慮しています（小野田、2015）。若手教師にとっては、
負担感のある保護者支援ですが、難しさを感じる保護者支援を乗り越えることで若手教師は自
分が「成長した」と考え、支えになったのは経験豊富な先輩教師としています（中原ほか、2015）。
しかし、近年、団塊世代の教師が大量に退職しそれに伴う若手教師の大量採用により、教師集団
における年齢構成の不均衡が起こり、教師コミュニティにおける勤務年数のアンバランが異世
代の教師たちの自然な学びを難しくしています。さらに、近年は教師の多忙化や学校環境の変化
等により教師たちのかかわりが少なくなったと言われ、炉辺談話、廊下の会話といった日常的コ
ミュニケーションが教師たちの間でとりずらくなっています。また、熟年教師からは若手教師に
困ったときには抱え込まないで相談して欲しいといった声も聞かれます。このような状況にあ
って、教師が子どもの成長発達を支援する専門性と深く関連する活動の一環として保護者支援
を認識し、保護者とのかかわりに求められる教師の資質・技能を向上させる学びのコミュニティ
を教師、特に若手教師に保障していく必要があります。そこで本研究では、異世代の教師たちの
学びをサポートする経験交流型の研修をデザインすることを考えました。教師は互いに自分の
ライフ・ヒストリーを語り合うことで、互いの問題を解決できるとされます（Aspinwall、1986）。
また、集団で語り合うことで新たな語りが創造され、語り合いをコミュニティのエンパワメント
の源にできるとされます（Johnson-bailey、2010）。これを踏まえて、創造的な語り合いの場と
してワークショップ型研修を組織し、異世代教師たちのコミュニティづくりを進めることにし
ました。 
 
 
２．研究の目的 
 
 今日的教育課題である保護者支援について、教育工学的アプローチにより異世代教師たちの
主体的対話的学び合いをサポートするために経験交流型ワークショップを開発し、パッケージ
化を進めます。 具体的には次の 3 つを行います。① 教師たちの世代継承、学びを支えるために
保護者支援のワークショップをパッケージ化します。② ワークショップにおける参加者のふり
かえシート、参加者へのインタヴューにより学びの質を検証し、ワークショップの効果を評価し
ます。③ 多忙な教師たちが学びを深められるように、対面によるワークショップでの経験交流
をオンラインで継続できるコンテンツを製作し、研究を発展させます。 

 
 
３．研究の方法 
 
（1）ワークショップのパッケージ化及びワークショップの評価 
 学校教師に研究協力を依頼し、ワークショッププログラム（試案）を実施します。実施後、ア
ンケート調査及びインタヴュー調査を行うことでプログラム評価を進めます。そして、インタヴ
ューの逐語録を修正版グランデット・セオリー・アプローチ（木下、2003）により分析し、経験
交流による参加者の学びの過程を検討します。合わせて、ワークショップのファシリテーター養
成講座参加者を募集し、養成を行います（講義と実習、実習ふりかえり、により行います）。 
（2）ワークショップでの経験交流をオンラインで継続できるコンテンツを製作 
 ワークショップの参加者同士が交流をオンラインで継続して展開できるホームページを製作
し、異世代教師たちのコミュニティづくりを進めます。 
 



４．研究成果 
 
（1）ワークショップのパッケージ化及びワークショップの評価 
 ワークショップのねらいは、①異世代の教師が抱える保護者とのかかわりにおける実践的課
題を理解する、②保護者とかかわった経験を異世代の教師たちと交流する、③ ②を通して、こ
れからの保護者支援について展望をもてるようにする、の 3つです。ワークショップは対面（以
下、リアル）とオンラインの２つの形態があります。リアルを 3時間で実施していますが、オン
ラインを、集中して参加でき、疲労が残らないように考慮し 1 時間 45分に再編しています。 
 

＜ワークショッププログラム＞ 
                       ＜ワークショップ紹介動画＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      
 
 
 

 ワークショップの形式評価 
第 1 回目のリアルワークショップ開催にて参加者 20名に実施したアンケートでは、ねらい①

の評価は 5.7、②が 5.9、そして③が 5.7（いずれも 6 件法）と達成度は高くなっています。ま
た、ワークショップの進行・運営についても概ね良好な評価を得ており、参加者は安心して主体
的にワークショップに取り組み今後の保護者支援に活かしたいことがあったと評価しています。 
 
 ワークショップの質的評価－参加者の学びの過程 
 学校教師の研究協力者 19 名(職経験年数 1 年目～36 年)へ個別にインタビュ(約 50 分～90 分
程度)を行い、ワークショップの効果を検討しました。インタヴュデータの逐語録を修正版グラ
ウンデッド・セオリー・アプローチ(木下、2003)を用いて分析しました。分析の結果、27の概念
と８つのカテゴリーを生成しました。Figure１にカテゴリーと代表的な概念４つを図示してい
ます。概念を＜ ＞、カテゴリーを【 】で表します。 

保護者支援の経験を交流する中で、先輩教師の多くが若手教師の経験を聞いて気持ちがわか
る自分にも似た困りごとがあったと思い起こしています。そして、先輩教師は若手教師に質問し
たり考えを深めるヒントを出すことで、若手教師が自分の悩み事を＜見つめ直す＞＜再確認す
る＞経験を引き出しています。また、若手教師は先輩教師の経験を【聞く】ことで、自分の悩み
事を＜聞いてふりかえる＞、＜聞いて気づく＞経験をしています。さらに、若手教師は聞いたこ
とを＜やってみたい＞と、実行して
いました。このようにして、先輩教
師の経験知が若手教師に継承され
ています。なお、この【経験知の継
承】には、若手教師を気にかけ、そ
して＜サポートしたい＞という先
輩教師が持つ【世代生成】の意識が
関係しています。 
 以上のように、本研究で開発した
ワークショップにおいて、保護者支
援に困っている若手教師が先輩教
師からサポートを得ていること、先
輩教師の経験知が若手教師に受け
継がれていることがわかりました。 
 
 
 ワークショップのファシリテー
ター養成プログラムを作り、ファシ
リテーター２名を養成しています。 
 

 

ワークショップ模擬体験｜エデュサポ

ネット  Educator Support Network 
( ) 
 

Figure１ 参加者の学びの過程 

https://www.edusupp.jp/workshop/
https://www.edusupp.jp/workshop/
https://www.edusupp.jp/workshop/


 
（2）ホームページ『保護者支援をともに学ぶ教育者ネットワーク』（通称エデュサポネット
Educator Support Network）の製作 
 コロナ禍にあって、当初計画よりもオンラインによるコミュニティづくりを一層進展させる
必要性、社会的意義を認識し、ホームページのコンテンツづくりを進めました。そして、ワーク
ショップの参加者同士が交流をオンラインで継続して展開できるようにするために、「人のネッ
トワーク」を「Web 上における人のネットワーク」にまで発展させる基盤を構築しました。 
 

＜エデュサポネット＞ 
 

 
 
 
 

  
 
 
 

 
『保護者に関する悩みごとの教材集』の製作、掲載 
若手教師が気軽にアクセスし、事例や先輩教師の経験から学ぶ効果を期待できる対応集を製

作しています。学校教師の研究協力者にエピソードの執筆を依頼しました。その中から、筆者ら
が教師の多くが経験すると考えるものを選択し、「シナリオ」を書き起こしました。そして、学
生が描いたエデュサポネットのキャラクターのイラストを添えました。ひとつの動画が 3～4 分
程度になるよう編集し、学生にナレーションを担当してもらっています。若手教師が、①親しみ
易く、分かり易いと感じる、②短時間で視聴できる、②情緒的及び情報的サポートを得る、こと
に留意し、動画 12個を製作し公開しています。閲覧した学校教師は、「どれもよくあるケースで
す。情緒的サポートの面は十分に満たされている」「こういった事例があったときに、先輩教員
に相談出来れば良いが、必ずしもそういう環境が整っているわけではないと思うので、そういっ
たときに頼れるもの（動画）があるのはいい」「参考になる」「わかりやすかった」と、評価して
います。学校教師の執筆したエピソードから「シナリオ」を書き起こし、イラストを使い動画を
製作したことで分かり易くできたと考えます。 
さらに、ナレーションなしのエピソードも作成し、ナレーション付きと合わせて 50 を作成し

ています。 
 
フリーワード検索から、Ｑ＆Ａで保護者支援の悩みについての回答を確認し、そして関連する

エピソードを閲覧できるようにしています。 
 
 
（3）今後の展望 

現在、本邦では「令和の日本型教育」を担う教師の人材確保、養成が進められています。そし
て、Society5.0 を目指し、文部科学省は「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終
まとめ）」（令和元年 6 月公表）を出し、「教師の経験知と科学的視点のベストミックス」を挙げ
ています。その中で、ベテラン教師の実践知や暗黙知をビックデータ解析することで若手教師た
ちに引き継いでいくことを構想しています。先端記述を活用し、これまで教師たちが培ってきた
経験知を若手教師が継承する取組、現職教師の再教育をオンライン化する取組が進展されてい
ると言えます。 
この動向にあって、若手教師に経験知を体得する学びの機会を保障し、世代の異なる教師たち

が、いつでもどこからでも気軽に自ら学び続けられる環境を構築するために、本研究の成果を還
元することができると考えます。そして、現職教師に対する再教育のための「オンラインシステ
ム」の構築を進めていきます。 
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